
第３号様式（第７条関係） 

会議の開催結果 
 
 

１ 会 議 名 第２回 新居浜市端出場温泉保養センター検討委員会 

２ 開 催 日 時 平成２２年１１月８日（月） 

１０時００分から１１時３０分まで 

３ 開 催 場 所 市役所３階応接会議室 

 

 

 

 

 

４ 会議の概要 

 

・端出場温泉保養センターの今後の方向性について 

                   （意見交換） 

５ 公開（全部・部分）・

非公開の別 

 

 
 
公開 

  

６ 部分公開又は非公開

の理由 

 

７ 傍聴人数 
０名 

８ 問い合わせ先 経済部運輸観光課 

（電話）６５－１２６１（内線）２４８２ 

９ その他  
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前回１０月４日の第１回目の会議以降に追加資料を送付させていただいておりまして、

既にお目通しいただいていることと存じますが、まず、事務局よりその資料の説明をいた

だきまして皆さまから質問をお受けした後に、それぞれにご意見を賜りたいと存じますの

でよろしくお願いします。それでは、事務局の方から資料の説明をお願いします。 

 

資料説明 

 

市にご説明いただきましたが、ご質問等ございませんでしょうか。 

温泉でこんなに費用がかかっているのかという印象でした。それだったらマイントピア

の廃止も仕方ないかなという感じでした。多分、皆さんも同じような印象持ったと思うの

ですが、よくよく見ていたら、マイントピアの人件費が８千万くらいだけれど、新居浜市

が運営委託して出している費用が６千万見積もっていると。だからマイントピアの運営し

ている施設から言えば、ほとんど新居浜市が人件費を負担しているのではないかなという

印象を私は受けたのです。細かく精査しないといけないのですけど。その他、施設の管理

に対しても７０％から８０％新居浜市が負担していると思うのですよ。だから、どうして

こういう資料が先に出なかったのかなと不思議に思いますね。 

先にこの資料を出してほしかったということでございますか。 

そうでないと本当の姿が見えていないのではないかなと思うのです。 

事務局より後から送ってくれましたので。本日の会議までにそれぞれ委員の責任の名に

において資料に目を通して、資料の中身について研究してきて出席されておられると思う

ので、当初の会に出ていなくても今日の会までに出てくれば、一応、所期の目的は達成し

ていると思います。 

なお、その資料を検討された上で、ご質問等ありますか。 

今、人件費が８千万と言われたのですけど、１億９００万くらいです、実際は。雑給と

か福利費とか色々ありますけど、１億９００万から１千万、マイントピアの方が給与の支

払いがあります。 

ということなのですけど、その辺はどうなのでしょうかね。 

株式会社マイントピア別子の決算損益という状況で、１億余りが人件費ということで

す。その内、新居浜市としましては、人件費として先程申し上げた積算に基づくものが適

正な業務量ということで委託料の中に含めて支出いたしております。 

よろしゅうございますか。 

１億１千万ですね、正確には。ですから、全部委託料で払っているわけではありません。 

そういうことですが。 

はい。理解できました。 

他にございませんでしょうか。資料に対するご質問ございませんか。今の資料の説明に

対してのご意見とか。 



2 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

委員長 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

事務局 

 

 

委員 

事務局 

 

委員 

委員長 

委員 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

実際、お風呂自体、本当に維持費がかかるのだなということですけど、数値だけ見たら

非常に難しいかなと。 

送っていただいた資料は非常によく分かるようになっておりまして、そこから何点か疑

問は出てきましたけど、それは後ほど。 

私、電気のことは少し分かるのですが、マイントピア別子の負担金明細の中で、年次と

月次の点検がありますが、月次もしなければいけないのですか。これはどういう意味です

か。 

資料何ページですか。 

追加資料４の一番上ですね。月次の点検は、全部で５０万４千円となっていますが、年

次は８０万８５００円となっているのですが、月次は必要なのですか。 

それぞれ法令等に基づいて業務委託をしていますので、必要なものだと理解していま

す。 

電気設備、法令で月次はないと思うんですけど。年次はあると思うのですけど。月次と

はどういう意味ですか。そんなにしていたらもったいない話ですね、５０万、金額的には

多くないお金ですが、余分にお金を出す必要はない。そのような契約をしているのはおか

しいなと。 

これは、㈱マイントピア別子が恐らく保安協会だと思うのですが、契約している部分で

すので、こちらには契約書がないのですが、東平も同じように保安協会の方に、こちらは

市が契約書のひな型により契約しています。 

保安協会は１年に１回なのですよ。 

１年の契約の中に月次の点検部分、年一回の点検部分という契約になっているのですけ

ど。 

そうですか。いい契約しているのですね。 

他にございませんか。 

いいですか。市と株式会社マイントピア部分の専有部分の中で、３階のあかがねの間が

ありますよね。市の部分になっていますが、表記は、和風レストランとなっていて、新居

浜市が全部負担しているのだけど、そこからの収益が上がっていない。例えば誰かが使っ

た場合、収入が上がってないのはどうしてなのですか。それと、もう一つお聞きしたいの

は、今マイクロバスが東平へお客さんを運んでいると思うのですが、マイクロバスの所有

権は共有になっているかもわかりませんが、所有区分はどうなっているのでしょうか。 

まず、３階のあかがねの間の使用料ですが、新居浜市の専有部分になっておりますが、

市が使用料をお支払いいただくのは条例上の規定が必要になりますが、あかがねの間につ

いては使用料を定めておりませんので、お客様に無料でご利用いただくという趣旨でござ

いますので、使用料は入ってきておりません。ただ、温泉部分については、それぞれ使用

料を定めております。マイクロバスのお尋ねにつきましては、マイクロバスは市が購入し

たものとマイントピア別子が購入したものがございます。ガソリン等の維持管理費用につ

きましては、実際に走行距離をメータで確認しておりまして、東平の分については１０

０％マイントピア別子が送迎しておりますので、１００％マイントピア別子が給油等の負
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担をしております。その他、温泉を送迎している部分については、新居浜市がという形で

按分して負担をきちんと整理しております。 

他にご質問等ありませんか。 

この明細はいついただいたのか。普通、事業が悪くなってきたら明細とか年間の見積も

りとかは更新するでしょう。負担部分とかマイントピアの分とか、例えば人件費、先程１

億１千万とか言っていましたけど、見積もりが８千万か９千万か知りませんが、そういう

のは毎年、マイントピアの風呂はこういう状況だから運営管理はこういう形に持っていく

というものが見えてないが、これが現実でしょう。去年はこうだったけど、今年はこうし

ましたということはやっているのですか、やっていないのですか。 

委託料については、１年契約でございますので、中身については、必要に応じて見直し

というのは行っているのですけど、ただ、先程ご説明したのは市の積算ということでござ

いますので、風呂を維持管理するのに、例えば人件費なら何人必要だということで出して

おる数字です。それと、費用区分については、３年ごとに按分率を見直しておりますので、

それぞれ使用量に応じて見直しをしております。 

費用区分で、適正な積算をしていると思うのですが、温泉を使用しているのが、１７万

人ですよね。運営費だけで９千万あるので、単純に１７万人で割っても５００円余りにな

るのですよね、費用が。これが本当に一般の民間の温泉施設なら５００円という単価設定

にしているけれど、運営委託費だけで５００円もかかるというのは、入浴客が少ないから

それだけの単価になるのは分かるのだけれど、例えば２５万人という数字になってきたと

しても、３００何十円かかると思うのです。ここら辺の基準というのは、廃止に向けた検

討いうのも経済の流れからすると重要だと思うのですけれども、ここに至るまでのお金が

これだけかかっている、単価を下げないといけない、そういうふうな検討が見える資料が

あれば良かったのかなと思うのだけど、単純にこの資料だけでは、非常に高い単価という

か営業単価を設定しているということはありますよね。 

温泉の経営努力が見えていないのではないかというご意見ですか。 

まあそうですね。ここでこういう議論をする場ではないので、これ以上は言わないけど、

そういう部分もあるのではないかなと。そこをなしにして、こういう検討委員会を持って

くるというのも、すぐに廃止する、あるいは存続するためにというのは乱暴な流れかなと

いうのは若干します。 

どういうふうにするのかというところで後ほどご意見をいただいたらと思います。この

資料に対するご質問なのですが、何かございませんでしょうか。 

資料を見せていただいて、大きな数字でこんなにかかるのかなとちょっとビックリした

のですけど、資料に関しては別にございません。 

他にご意見ないでしょうか。資料の説明に対するご質問。 

結構経費がかかっているのですが、基本的に施設がかなり大きな建物ですので、例えば、

マイントピア別子の観光だけをするのであれば、このような大きな建物はいらないので

す。ほとんど土産物売り場、レストランぐらいだけでいいのですけど、当初、温泉を造る

ということで、かなり大きくなった上に維持費がかかるということになっている。赤字に
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なった理由は、努力をしてないというわけではないのですけど、基本的にオープン当初は

３０万人ぐらい温泉客がありまして、その当時は赤字が出てなかったのです。３０万人ぐ

らい来れば赤字が出ないのかというと今は違うのです。当初は、温泉は掛け流しとか循環

とかありまして、循環の方については毎日水を入れ替えるように法律が変わって、現在は

毎日入れ替えをしているのです。入れ替えをするということは、温泉は１０時に終るので

すけど、社員は２時半まで仕事をしているのです。洗って、全部拭いて、また入れて、そ

ういうことで人がいります。水を入れ替えることによって、冷泉ですので、ボイラーで沸

かさないといけない。そういう経費がいるようになったので、当初オープンした時と比べ

ると、そういうマイナス要因が出てきて、人が減る、パナスが近くにできてそっちに流れ、

人が減り、経費が膨らんだということがありまして、努力不足だけではないということだ

け知っておいてもらいたい。 

２０年前に比べたら、温泉に対する衛生管理の法律が前と変わってきたんですか。 

そうです。ですから、循環でしている施設は、大体閉めていっています。ただ、この温

泉を閉めなかったということは、２つ理由がありまして、私の考えですけど、市民の保養

のために続けないといけないということと、マイントピア自体も経営が大変になるという

２つの理由があって続けてきたので、決して努力をしてないわけではない。今回は、東洋

のマチュピチュということで、東平にお客さんが倍くらい来ています。そういうことで、

経営が従来と比べて良くなったということで、この時期に検討するべきではないかと市の

方も考えているのではないでしょうか。 

色々とご意見が出ましたが、他にご意見がないようでしたら、次の議題でございます。

１０月４日に開催しました第１回目の検討委員会では、新居浜市端出場温泉保養センター

について事務局から説明を受けて、また、新居浜市として廃止もやむを得ないという考え

が示されたわけでございます。委員の皆さまには、これまでに端出場保養センターの今後

の方向性についてのご自身のお考えをまとめていただいているというふうに思っており

ますが、今からお一人ずつご意見をお伺いさせていただいてよろしゅうございますか。ご

発言につきましては、これまでの新居浜市の考え方も踏まえたうえで、施設を存続すべき

か廃止すべきかについて、また、その理由及び存続する場合にはどのように存続するか。

廃止する場合については、廃止後どうするのかにつきましても、ご意見があれば恐縮です

が、お一人、非常に短いですが５分間でまとめていただいたら、いいのじゃないかと。な

お、このことも文書でお知らせいたしましたが、委員の皆さまのご意見は、それぞれのお

立場の貴重なご意見として、存続か廃止か、どちらかの案という訳ではなくて、存続の場

合はこういう意見があります、廃止についてはこういう意見がありますということで、私

といたしましては市長に報告させていただきたいと思っております。結論を出すというこ

とではございませんので、忌憚のないご意見を伺いたいというふうに思います。 

経済界を代表しまして、温泉施設を廃止するのか存続するのか、条件付きで存続するの

かの３点で考えた場合、廃止するべきだと思います。しかしながら、マイントピア別子と

いうのは、道の駅で、これから銅山の産業遺産が大きくクローズアップする中での玄関口

でございます。ですから、廃止するという方向性を定めても、いつ廃止するのかというこ
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となんですけど、第五次長期総合計画は、来年度からスタートいたします。その中にも、

産業遺産を含めた広域観光も出てまいります。また、愛媛県東予地方局は、産業遺産を含

めた広域観光に行政として、具体的に検討していこうというそういった動きもございま

す。そういった中で、温泉施設を仮にやめたとしても、新たなマイントピアの活性化に向

けて、産業遺産という切り口も含めて、具体的に後の利活用をどういうふうにするかとい

うのも含めて考えるためには、２年間ぐらい時間をかけて、考えていかなくてはいけない

という観点から、２年後に廃止ということを意見として申し上げたいと思います。なお、

その時には、この温泉の見直しを契機に、マイントピアが本当に良くなるためには、２階

のレストラン部分の稼働率を含めて、本当にマイントピアが良くなるための個々の問題点

を２年間で検討していく中で、活性化をしていくというふうに考えております。以上です。 

それでは、引き続いてよろしくお願いします。 

私の個人的な意見としましては、やはり観光や物産に携わっているものですから、正直

な話、新居浜の資源でもありますし、名所でありますところのお風呂が廃止になる方向と

いうことになれば、せっかく今、東洋のマチュピチュと脚光を浴びている中、今回の件に

ついては、特に私も県内の施設をよく回ってるので、言われることは、「マイントピア別

子は、なんかやめるらしいね」というふうなお話が多々ありまして、「マイントピア別子

がやめるのではなくて、お風呂をやめるという検討をなさっているんじゃないですか」と

言っているんですけど、どうもそこの急ブレーキがかかっているような感じがします。今

日も料飲さんも来られていますが、マイントピア別子が発展できるように、先程もお話が

ありましたが、２年くらいを目途にやはりもう一回昼食とのセットにしたようなロマネス

クの有効活用なんかアピールできるようなものがあるのじゃないかなとか、私もお風呂に

行く者としては、マッサージとかもう一回検討して、もっともっと知恵を出し合ったら数

字的には上がってくるようにも思いますし、この際、もう一度検討をお願いしたい。でき

れば、残したい方向ではありますけど、やはり来年再来年に向けて、数字が上がるような

ことであれば、そのへんもぜひお願いしたいと思います。以上です。 

ありがとうございました。それでは、引き続いてお願いします。 

マイントピアの施設は、市民向けの施設であり、また、観光客向けの施設と位置付けら

れていますけど、お風呂の利用客となると、観光の団体客というのは、非常に少ないので

すよね。０．２％ということです。今、東平地区が脚光を浴びまして、毎日のように観光

客が来ております。ガイドさんのお話でもありましたけど、まず、お風呂には入らない。

それからお土産もあまり買って帰らない。どこにお金が落ちるのだろうとガイドさん自身

も危機感を感じております。観光客は非常に増えてるのですけど、もう通過型ですから、

お風呂に昼間入って帰るのは非常に少ない。それで、先日ちょっと伊方町の亀ヶ池温泉と

いうところに見学に行きまして、ここも伊方町がしている温泉施設ですけど、会員券が５

万円です。新居浜の場合は、２万５千円ですかね。非常にこれが一つ違うことと、一般の

入浴者の入浴料が６００円ですけど会員さんが５００円で、入浴料がそんなに変ってない

のですよ。それから６５歳以上につきましても一般客が５００円、会員さんが４００円、

子供さんが３００円というように、非常に高い設定をしております。新居浜の場合、温泉
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施設の経費が１億９千７００万円程、収入が６千８００万円、単純に計算しましたら、先

程近藤委員さんからお話がありましたように、１回の利用負担が７６２円かかっているの

ですよね。これを毎年、市が負担しておる状態は、やはり今後は考えていかなきゃいけな

いものじゃないかなと。団体客、特にマイントピアに来る観光客が非常に多くなりまして

も、温泉施設を利用する方が見込めないのじゃないかなと思っておりますので、私もどち

らかというと、廃止するべきじゃないのかな。ただ、どこの施設に行きましても最近は、

足湯が大変人気ありますから、そういうふうな部分は残すという、それから温泉跡はやは

りマイントピアとしての何か位置づけみたいなものができるように、それから市内・市外

からもお客さんを呼んできて利用してお金が落ちていくような施設を今後何年かかかっ

て考えていくべきじゃないのかなと思っております。 

はい、ありがとうございました。それでは、引き続いて。 

私は、元々温泉の愛護派で、賛成の立場にあるのですけれども、確かに費用を見る限り

は、たくさんかかっているなと、我々だけがいい目をするのは良くないかなと、これは第

一印象ではあります。しかし、色々資料を見てきた時に、たぶん温泉施設と株式会社マイ

ントピアが抱き合わせの経営をしていると思うのです。だから温泉施設の費用がなくなれ

ば、株式会社マイントピアも赤字の方向に進んでいくと思うのですよね。ということは、

単純に温泉施設を廃止することは、ここから一般財源の投与をやめるという簡単なお金の

立ち切り方ではできないのじゃないかなと思います。もう一つは、先程も言ったように費

用負担が、新居浜市が非常にその共有部分で負担しているから、費用の面ではかなり厳し

い線が出るのじゃないかなと思うのですよね。それともう一つ、私もよく風呂に行ってい

るから、今日はサービスデーだなっていうのがすぐ分かるのですよね。サービスデーの時

には、夕方８時頃行っても駐車場が殆ど埋まっています。ということは、一般市民の方は、

料金が５００円とかそういう設定だったら来ると思うのですよ。高いから行かない。だか

らサービスデーを狙って行っているというのが、普通の利用者の心理だと思うのです。

我々は、会員券なので非常に安いから、２００円程度で入れますから行きます。だからそ

の辺の見直しを、何年もはかけられないでしょうけど、時間をかけてやっぱり経営とか営

業努力とかを見直す必要があるのではないかと思います。これから先、どういうふうにす

るのかと考えるのですけど、マイントピアの温泉施設というのはあれだけの空間ですよ

ね。天井の高さだとか風呂の広さとか、これは確かに経費がかかるマイナス要因になって

いるけど、風呂の広さだとか休憩室の広さだとかいうのは、私の経験する限りでは、ああ

いう公共的な施設ではどこにもないのではないかなと思います。だから、マイナスの面も

あるけども、それだけお年寄りや子供連れが来た時に、ゆっくりできるスペースをもっと

有効に利用する方法を考えていく必要があるのじゃないかなと思います。それから、もう

一つ、あかがねの間も先程聞いたのですけど、和風レストランとして利用されているけれ

ども、和風レストランという収益の部分と考えるのじゃなくて、あそこに保健所的な機能

を持ってきて、健康体操をするだとか、食事をするとかストレッチをするだとかもっと公

共のサービスに徹したようなサービスを提供することによって、年寄りが来やすいように

するとか、新居浜市だけじゃなくて、西条でも四国中央市でも１時間ぐらいでマイクロバ
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スで乗り付けれるような人を集客するのも一つの手じゃないかなと思います。だから、公

共施設だけができるサービスを考えた時に、この前も佐々木委員さんが言われたように、

今民間でできることは民間でというのは、時代の流れでしょうけども、逆に公共施設でな

かったらできないようなサービスを提供することによって、今からの経営を立て直していく

必要があるのじゃないかなと思います。 

そうしたら、結論としては、経営を見直し、よく検討していただいて、何とか継続する

ということ。 

先程も言われていたとおり、観光にはたぶん貢献しないと思います。今の温泉の形態、

あるいは観光客の形態からすれば、方向性として、温泉保養センターとしての目的を達成

するために、今までの特徴を生かしたサービスを提供することによって、市民の保養セン

ターに持っていくのが本来の姿なんじゃないかなと。 

できれば継続していただきたいと。それでは次の方。 

温泉がなくなりますことによりまして、マイントピアとしてはメリットはないのです。

というのは、４２から４３万人のお客さんが来てくれとるのですけど、その内４０％ぐら

い、１７万人ぐらいが温泉客なのです。前回も言いましたけれども、賑わいが無くなると

いうことと、お客さんが減りますと、テナントさんの家賃というのは、売り上げに対して

何％ということで決めておりますので、お客さんが半分ぐらいになると家賃が半分になる

ということと、温泉の売り上げだけで年間３００万円ぐらい入っておりますけども、その

売り上げが落ちる。それと、下の売店でも温泉客の方も買われますので、全体的に売店で

の売り上げが変わってきます。１割近く影響があるかなと。それと、一番私がちょっと悩

みと言ったらおかしいですけど、考えているのが従業員のことです。６割余りが温泉に従

事している従業員ですけど、もし温泉がなくなった場合は、その従業員がいらないわけで、

実際にマイントピアでみる場合は、従業員を３割くらいにしなくてはいけない。正直、７

割がいらなくなる。社員もおりますので、そういうわけにはいかないので、この問題も解

決せんといかんと思うのですけど、温泉の後も雇用できるような施設を検討してもらいた

いし、うちの場合は、結構高齢者がおるので、もし７０歳以上の方がうちで働けなくなる

と、たぶん今の厳しい時には働けないと思うのですよね。その辺が私自身一番考えている

ことでありますけど、そうはいっても本当に税金を１億５千万円も毎年入れて本当にいい

のだろうかという考えもあるのです。ちょうど２０年経ちまして、結構色々な施設が傷ん

できておりますので、かなり設備投資がいりますので、正直マイントピアとしては、その

まま温泉がいてくれた方が、スムーズにいくのですけど、やはり新居浜市のこと全体を考

えると、マイントピアもそういう努力をしないといけないのではないかなということで

す。新居浜市の方は、温泉がなくなっても、新居浜市の物件ですので、維持管理費がいる

と思うのです。ですから、もし温泉やめるようになった場合にも、その後、市民も観光客

も賑わうような施設を考えてもらいたいなと、そういう両方の気持ちがあります。最終的

には、私どもの社長は市長ですから、市長がご決断すると思います。 

はい、それでは次。 

うちの立場をご説明させていただきます。新居浜料飲マイントピアと言いまして、レス
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トラン・スナックコーナー。私は２０年から責任者をしています。大変皆さんにお世話に

なりつつ、また、ご批判の声もたくさん聞いております。４階のスナックコーナー、お風

呂の関係のお客さんが我々の売り上げに占める構成は、６月が４２．１％、７月が４５．

２％、８月が４６．６％、９月が５０％。４階のスナックコーナーでこれだけ占めていま

す。設立当初は、約６０％か７０％近い時もあったと。それと、別にその時の人が飲酒運

転していたというわけではないのですが、やはり道路交通法の規制とかでかなり飲酒運転

に対する考え方が変わってきていますので、今は一滴たりとも飲んだらいかんということ

で、アルコール類の販売が減っております。従業員は、スナックコーナーで３名、それか

ら厨房が夜の２２時まで開いていますので、５時以降は１名働いております。というわけ

で、４階の占める比重は非常に高いということで、うちにとって痛手となる。逆に食器の

ような厨房設備は、２階のレストランと併用なのですが、その辺も設立当時のものが多く、

老朽化が非常に目立っておるし、一部備品については故障が目立っておりますけども、そ

の都度相談しながらやらしてもらっているのが現状です。うちの都合ばかりで継続をお願

いするというわけにはいきませんが、一市民としてそれだけの負担をしながら、果たして

自分たちの会社のことだけで賛成とか反対とか言うのは、ちょっとおこがましいかなとい

うのがあるのですが、通常は、４階をやめるけど、こういう形で進めますからどうでしょ

うかという話があってしかるべきではないのかなという不満も少しはあります。ただ、私

もここに綴じとるのですが、市議会の様子で、我々も初めて「えっやめるんか」というよ

うな感じで、社員からもかなり「そのような話になっとるのか」と。「いやいや、決まっ

たことじゃないから」ということで現在もしとります。ですから、こういう話と同時にあ

る程度の市としてのビジョンとか、そういう考えは欲しかったかなと、当事者としては、

残念に思っているのが現状です。うちの売り上げの比重は、高いということですから、そ

この辺だけご理解願いたいなと思います。以上です。 

はい、わかりました。それでは次。 

私は、連合自治会の会長という名目で来ているので、色々な所で話を聞かせていただき

ました。２２日に校区の会長さんが１８人集まりますから、そこで話をさせていただきま

した。そして色々な自治会単位でもお話させていただきました。その中で意見としては、

それだけのお金を持ち出して、何故新居浜市、我々が負担しなければならないのかという

意見が大半でございました。それは、何故かというと、市がもっと早く市民に実はこうな

のだというのを出さなかったのか、突然ポッと出て、議会の話が今出ましたが、市長が６

月議会の時に、廃止したいというような、今の時点では難しいと言っているようですが、

それも市民の中では十分浸透していません。それを今回私達が出すことによって、新聞紙

上でマスコミさんも出してくださったことによって、「えーそんな赤字を出しとったのか」

というのが現状で、そこまで出すのだったら、する必要がないのじゃないか、それでその

お金を有効に使ってくれる方がいいじゃないかというのが、結論でございました。それで

私も温泉好きですから、四国中、色々な所にまいります。勿論、先程言われてた所にも行

きましたが、正直な話、マイントピアさんは、サービス悪いですね。私はやっぱり一番近

いからよく利用するのですが、行っても、私いらっしゃいませと一回も言われたことがな
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いのですよ。当たり前の顔して。まあ、それも仕方ないかなと思うのですが、風呂から出

てなんか注文した時も、そんなものいるのかねというような顔なのです。お金を出して買

うのに悪いなという気がいつもして、そういう感じをマイントピアさんでは受けます。他

所は、これはぜひ買ってくださいという言い方。受付入った時から、いらっしゃいませと

いうような、民間は全てそういう感覚で、雰囲気が全然違ってますね。そういうところに

なるとやっぱり経営努力というようなことに、失礼な言い方になりますが、どうも違うな

というのが、売っても売らなくても給料がいただけるのだからというような感じを私は持

ちます。あまり感じのいいものではないな、なんかお金を出して何かすまんなーという感

じで風呂に入らせてもらっている、私のいつも感じることなのです。他所は、全然違うの

で。もう一つは、金額８００円は高いと思うのですよ。マイントピアさんもいい所はある

のですが、他所は競争の時代ですから、どんどんどんどん値下げして、新しい所も色々な

設備を造っておりますが、８００円もしません。もう少し経営努力をしてもらわないとい

けないと思うのですが、先程も言ったように市民としては存続には反対だというのが大半

で、１８校区の会長の中で賛成の意見は１人おりました。マイントピアは新居浜の観光の

象徴ですので１億２千万円いったって、１億５千万円いったっていいのではという人が確

かに１人おったのですが、後の１７校区の各連合自治会長さんは、是非それはやめていた

だきたいという話でございました。そして、もう一つ、廃止した時にマイントピアをどう

したらいいかということなのですが、考えるに、マイントピアは道の駅なんですね。こん

な不便な所でよく道の駅になったなというのが私の率直な気持ちです。道の駅というの

は、私もよく走りますが、大体流れのいい所が道の駅なのですよね。マイントピアがどう

してなれたのかなと不思議に感じるのです。そしてもう一つは、経済が冷え込んでいます。

風呂も利用する人はかなり利用すると思うのですが、若い人にはそれどころの騒ぎではな

い、自分達の生活が一生懸命で、よっぽどのことがない限りは行かないのですけど、５０

０円の時は満杯だったのですね。そういうことを考えると、もう少し何かいいアイデアを

出していただいて、そのお金を下げるとか、下げたら経営が成り立たんじゃないかという

ことになろうかと思うのですが、それはやっぱり努力することにより、またいける可能性

があろうかなという感じがするのですが、皆さんの意見はそうでございました。もう一つ、

先程申しましたが、道の駅なら道の駅なりのやり方があるのではないかと思うのです。今、

八幡浜の近くに「きなはい屋」というのが出来ていますけど、それはものすごいです。私

もこの間行ったのですが、すごく多くの人が来ています。それは道ぶちで魅力があって、

一番いい所でやるので車が置けないほどずっと賑わっとるのですが、そういうふうな感じ

で皆さんの意識改革によって、経営努力によって、車が少々混んでも、いい所は来ていた

だけるのかなという感じがしますので、そういう努力も必要かなというのと、もう一つは、

マイントピアは温泉施設が売りだと思うのですよね。やはり温泉があるからマイントピア

別子の売上があるのじゃないかなと思っているのですが、現在はマチュピチュというので

売れてございますが、これがいつまでも続くとは思えないと僕は思っているのですよね。

そのときに温泉がなくなるとなれば、何か違うものを絶対考えないとマイントピア全体が

寂れてしまうと感じるので、今から経営努力ともちろん行政が考えられる問題だと思うの
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ですが、行政の限度があるのかなと、第３セクターでやるべき方が本当のサービス、あら

ゆるものができるのではないかなとこう思っております。以上です。 

はい、ありがとうございました。それでは次。 

私もできることなら継続してもらいたいなと気持ちがあったのですけど、この資料と

か、経営状態の内容を見ると、やっぱり難しいかなと思ったのが、本当の気持ちです。皆

さんが言われたように、マイントピアは私達女性にも思い入れのある場所でもあって、お

風呂がなくなっても、やはりもっともっと発展してほしい所でもあるのです。だけど、こ

うしたらいいですよというアドバイスまではできないのですが、いろんな人に知恵を出し

ていただいて、発展していってほしいなと思います。また、お風呂を継続していくことは、

大変難しいかなとは思いました。 

皆さんのご意見、いただきましたけど、最後になりますが、私としての個人的な意見と

しては、「枯れ木も山のにぎわい」ということわざがございまして、商売をしていく上で、

これがいかんから切ってのけるというと何かずんずん寂しくなるというようなことがあ

ります。それともう一つは、「一事を除くは一利を興すにしたり」とあるように、一つの

ことを廃止することによって大いに発展するようなことがございますから、その単に金銭

的に見ていきますと、１億５千万円の負担金というのは、非常に多額の負担をして良くな

いと・・・。先程のご意見にもあったように、ここ２年ぐらいの間に色々、経営の努力を

して、どうするかというよりも先に、こういうふうにしたらいいのじゃないか、あういう

ふうにしたらいいのじゃないかというのを先やってみて、うまくいけば継続できるし、負

担が少なくなってくれば継続できるし、色々努力した結果負担が依然として変わらんとい

うことであれば、もうこれは、廃止もやむを得ないのではないかなというふうに思います。

皆さん方のご意見をお伺いしても、廃止の方の意見についても存続の方の意見についても

そういうご意見にまとまるのではないかなと思います。私としては、経営だから１年とい

うのは短期過ぎるかもしれませんが、２年間くらいの猶予を持って経営努力してその施設

の改善・改良を考えてやらないと、マイントピア別子自体のお土産とか食堂とか人の問題

とかについても廃止しただけでは、寂しくなるのではないかなと思います。せっかくのマ

チュピチュの人気を更に持ち上げて、更に道路もきれいになってどんどん新居浜に観光客

が増えるようなことを期待しておるわけでございますので、できれば、忌憚のない経営が

できればと思いますけど、できないとなればやむを得ないと思います。私の個人的な意見

としては以上です。 

皆さんのご意見をお聞きしましたが、後追加と、これちょっと言い忘れていたというの

があれば。 

今後２カ年程度かけて検討を仮にするとしても、いくら経営努力しても、諸般の事情か

らこれが黒字体質に変わるというのは可能性としては０とは言いませんが、９９．９％な

いと思うのです。だから少なくとも廃止の方向を打ち出した上で、後の利活用を含めて、

先程の発言にもありましたとおり、マイントピアの活性化というのは、市外・県外の方が

マイントピアを利用していただくのが本来の姿だと思うのです。市民が安い料金でこのマ

イントピアの温泉を利用することが本当にマイントピア別子の活性化に繋がりますか。
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元々観光客向けに温泉施設を造るという原則に返って考えた場合でも、観光客が利用しな

い温泉施設に１２万何千人かの市民の内、会員の方が４００名にも足らない、そんな施設

に１億いくらの市民の血税を本当につぎ込んでいいのですか。市民評価委員会でも、民間

であればとうの昔にこの事業から撤退していると。ただ、申し上げたように、やめる方向

を打ち出しても、後の利活用であるとかせっかくの道の駅マイントピアの活性化に向けて

の取り組みについて議論はしていかなければいけないけれども、今から経営努力を色々や

って黒字になる可能性があるのだったら、続けたらいいという付帯条件ではなくて、こん

な条件を付けるのだったらこれまでも資料の２６ページにもあるように、市としてもマイ

ントピア別子としても温泉施設利用客拡大に向けての取り組みを、平成３年以降、今まで

色々な意味で取り組んでこられとるではないですか。それでいて現在の姿しかないのです

よ。数字は現実を如実に物語っていると思います。そんな綺麗事で、皆さん自分のお金を

毎年１億何千万円見込みがあるのかないのか分からないけれど、今から検討してその中で

やりますと。そんなことができるのだったら、なぜ、これまでこのようなことになったの

ですか。要は構造的な問題もあるじゃないですか。２７ページにもあるように、経済情勢・

経営努力だけではない他の施設も含めた色々な社会情勢の中で、今の端出場の温泉センタ

ーの現実というのがあるわけなのです。現実は現実として直視しなければならないと思う

のです。綺麗事で、今から２年間かけて経営努力して黒字になるのだったら継続したらい

いじゃないですかということであれば、継続できるのだったら、具体的に委員さんそれぞ

れの責任ある立場ですから、こういうことで取り組んだらいいというふうに意見を言って

ください。一市民としてこんな状況の中で、本当にやれる自信があるのだったら、委員長、

皆さん委員として、改善策の意見を求めてください。 

はい。そういうことですが。 

私はこの温泉施設自身は、当初から観光を目的に限定したものでないと思うのです。市

民の保養を目的としてできていると思っています。そのために今まで会員を募ってとかい

うことをやってきたと思うのです。だから観光のために寄与することから考えたらたぶん

それは無理だと思います。何故かと言ったら、それは市の方針でも観光看板一つにしても

パンフレットにしても温泉施設の宣伝なんか一つもしていません。だからこれはまず、温

泉施設が観光に寄与するのは無理だと思います。だけれども、温泉施設に４００人しか会

員がいないあるいは１７万人しか利用してないということは、一つには大義としてお金が

高いから来ない。あるいは会員さんが上部地区しかいないという前に、市外の会員の方も

おられるが、会員を増やす努力を何故しなかったのか。あるいは電気代にしてもたくさん

かかっている。だから経営努力を今までやっていてくれれば、もっともっと単価も下がっ

ていただろうし、お客さんも増えていたと思います。しかし、今まで続いてきた結果こう

なっているからこれから検討しないといけない、やめないといけない、これは意見として

は正しいかもしれないけれども、この間全然努力してないのに、これまで続けてきたけど、

これから先やっていくのは全く無理だというのは、乱暴な意見だと思います。 

はい、ありがとうございました。他にご意見ないですか。 

私達、マイントピアを楽しく育てる会っていうのを十数年前に立ち上げました。市の財
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源をマイントピアにあまり入れてほしくない、市民ができることは市民でしましょう、税

金は他のことに使ってほしいという意味合いから十数年前に作りまして、何が一番マイン

トピアに必要なのかということで、観光客が来てもガイドもいない、そうすると観光客の

ほとんどがああ、こんな施設かとすぐ帰ってしまうのですね。それをどうしようかという

ことで、３年くらいかかりましてガイド養成講座を開設しました。当初６０名くらいのガ

イドさん受講生がおりましたけど、結局残りましたのが１０名足らずです。これはもう本

当に手弁当で１円もどこからも出ないようなことで、それでも皆さんマイントピアをみん

なで支えていこうということで、現在まで至っています。それで、昨年商工会議所さんが

新居浜検定をしました。この中から今年は３名の新しいガイドさんができまして、観光客

の方からとりますと、ガイドさんができたことによって非常に喜んでいただき、よく分か

った、また来ますというリピーター客が増えております。現在、東平がマチュピチュとい

うことで好評ということで、専務が関西地方のエージェントさんをまわって誘致してきて

くれております。でもその中で本当にお風呂に入ってくださる方というのは、何名かほと

んどいないのですよね。それはどうしても誘致してくる時には今治・西条・新居浜、リー

ガに泊まらすか高知へ行くか、本当にマイントピアは通過点なのですね。だから市民だけ

の温泉ではなくて観光客を取り入れていくためには、もっと市民が真剣に考えていかない

と１億何千万円も私は非常にもったいない。もっとこのお金を有効利用できるのではない

か、もう少し市民もマイントピアの施設それから温泉施設も両方ともですけど、もっと考

えていくべきではなかったかなと、実際お金を払ってないからあまり市がお金を出してい

るのも市民の方が自覚してなくて、今回初めてこういうのができまして、こんなに市が財

政負担しているのですかと驚かれた方が非常に今回多かったと思います。こんなにお金か

けるのだったらやめようかと、短絡的にやめようかというようなことになってしまってい

るので、今後２年とか３年かけて市民ももっと考えていくべきじゃないかなと思っており

ます。 

はい、ありがとうございます。他にご意見ありますか。 

２年待ったらいいという話が出ておりますが、１年で１億２千万か３千万円か入れてま

すよね。当初の発言では２０年経ったから施設を根本から直さなくてはいけない意見があ

るようですけれど、２年３年の猶予期間で補修しながらやっていけるのか、それはどうで

しょう。分かりますか。 

経費見直しして、例えば３セクであるマイントピア別子が全部指定管理者になって営業

した時に、こういった決まりがあっていじれない部分もあるのですけれど、そういうこと

をやっても経費の１割くらいしか削減できないと思うんですよね。もしもっとするのであ

れば、例えば温泉の経費削減のために規模を縮小するというのも経費がかかりますので、

なかなか難しいと思います。そして料金も、皆さんよく安くしたらいいじゃないかとおっ

しゃるのですけど、１７万人来よる人を例えば全部５００円にするとですね、半分が会員

さんとしてそれを除けても１０万人くらい増やさないといけない。１０万人増えてとんと

んです。ですから、２７万人以上に増やさないと収益の改善はできない。ただ、安くすれ

ば人は来る。でも人が同じだったら赤字が増えるという現状なので、金額を下げたらいい
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ということではない。 

この前もお伺いしたのですが、温泉施設がどこまでの赤字に耐えられるかというのはお

金の問題じゃないと、結局利用している人が特定の市民か普遍的に幅広く使われているか

ということで判断するということだったのですが、やっぱり金額下げてなるべく多くの人

に利用してもらうというのも一つの温泉保養センターの役割なんじゃないかと思うので

すよね。例えば、マイクロバスのことを先程お聞きしたのですが、マイクロバスで１５人

くらいのお客さんが温泉に来たいという時でも、マチュピチュの方に運んでいるから温泉

客は運べない現状もあると思うのです。それはわずかなことなのですけど、色々な面でま

だまだ努力していけば、赤字の解消は全くできないかもしれないけれど、もっと入浴客が

増える、お客さんが増えることによってレストランとかそういうとこの売り上げも上が

り、いわゆる温泉施設という売り上げではないが、保養施設としての役割と付帯設備の売

り上げと収益も上がっていくのではないかと僕は思います。 

マイクロバスの件ですけれど、１台は温泉客の送迎ということで市といっしょにやって

いるのですが、いわゆる東平が増えてマイクロバスを１台増やしております。あと１台今

月末に増やして、３台でやりますけれど、東平記念館の送迎については、１００％うちが

負担しております。あと２台については、マイントピアが所有しており、１００％マイン

トピア所有のバスです。温泉客の送迎はお手軽プランと言いまして、千円で送迎もします

よ、温泉・食事もできますいうことで、これはかなりサービスしているので、温泉が３０

０円、料理が７００円で、ただやはり赤字なのですけれど、市民のためということでやっ

ているサービスなのです。それを増やしたから収益が増えるということはない。逆にお客

さんが増えることによって赤字が増えるということですよね。 

他にご意見ないでしょうか。 

私も思うのですが、観光客だけを相手にものを考えるというのも危険ではないでしょう

か。あういう施設というのは、地元の人にも支持されて、そして観光客にも人気があると

いうようなことが望ましいのではないかなというふうには思います。 

他にご意見はございませんでしょうか。ご意見もないようでございますので、本日は委

員の皆さんから色んなご意見をいただくことができました。本日いただきましたご意見に

つきましては、事務局の方で報告書としてまとめさせていただきましてもう一度会を開催

させていただき、委員の皆様にご承認いただいて市長に報告させていただきたいと思いま

す。 

市長への答申は、いつまでというのはないんですか。 

年内。 

会の進行次第で変更はあると考えてはいたのですけど、できれば、会は３回４回ぐらい

で。 

じゃ次で結審するのですか。 

報告という形ですので、次でとりまとめさせていただきたいと考えています。 

前回は市の説明があって、我々の意見はほとんどなくて、今日は一人５分７分の意見表

明で、やっぱりまだまだ費用負担とか色々な面でとか、色々な切り口からもうちょっと深
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く検討する必要はある気はしますけどね。 

次回の日程でございますが、１１月２９日の月曜日、１０時からということで。それで

は、皆さん色々なご意見ありがとうございました。 
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日 時  平成２２年１１月８日（月）１０時～１２時 

場 所  市役所３階応接会議室 

議 事  端出場温泉保養センターの今後の方向性について 

（意見交換） 

 



 

 

提 供 資 料 一 覧 

 

H22.10.28  

 

○新居浜市と㈱マイントピア別子の経費負担の割合がわかるもの 

資料１ 覚書 

 端出場記念館の所有関係を定めたもの  

 第２条 端出場記念館の所有区分について、区分図、区分表のとおりに専有部分と共

有部分の区分を定める規定  

 第６条 費用の負担について、専有部分は自己で負担し、共有部分の負担は協議のう

え別に定める規定  

 

資料２ 協定書 

 覚書第６条の規定に基づき、共有部分の負担割合（按分率）を定めたもの  

  別表の按分率積算根拠一覧表により、業務ごとに按分率を定める  

 

○第１回検討委員会資料Ｐ２０ 端出場温泉保養センターの支出のうち 

 マイントピア別子端出場管理運営費の「温泉施設部分」と「その他の部分」の内訳 

 マイントピア別子端出場整備事業の「温泉施設部分」と「その他の部分」の内訳 

 資料３ マイントピア別子端出場管理運営費、マイントピア別子端出場整備事業  

  ㈱マイントピア別子の負担に係る負担金 18,710,857 円は、市の収入（諸収入）  

第１回検討委員会資料Ｐ１８ （２）諸収入  

 

○マイントピア別子端出場管理運営費のうち「㈱マイントピア別子への負担金」の内訳 

 資料４ 21 年度マイントピア別子への負担金明細  

  ㈱マイントピア別子が発注。市が按分率に応じ負担金を㈱マイントピア別子に支払い 

  按分率は資料２協定書「按分一覧表」による  

 

○マイントピア別子端出場管理運営費のうち「温泉施設運営委託料」及び「共同部分管理

委託料」の積算根拠 

 資料５ 端出場温泉保養センター温泉施設等運営業務見積明細  

     マイントピア別子端出場地区共有部分管理業務見積明細  

  ㈱マイントピア別子への業務委託料の積算根拠（業務量に基づく市の積算）  

 

○マイントピア別子端出場管理運営費のうち電気料金の負担根拠となる電気使用量 

 資料６ マイントピア別子電気料金明細書（平成２１年８月使用分）  

  電気使用量の多い８月分の使用量実績がわかるものを提供します。  

  その他（共有部分）は、資料２協定書「按分一覧表」による按分率で負担  
































